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Introducing Indoor Units & Safety Measures for VRF using R32 Refrigerant.

R32 VRF Safety Measures

https://www.hitachi-gls.co.jp/kentatsu/support/r32safetycheck

JRA GL-16の改正に伴い、
天井内の扱いが変わりました。
（2025年4月より）
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対策要の場合、
「冷媒検知警報器」
の設置が必要。

例）フレア継手で天井開口がある場合。
（部屋①と部屋②の天井面の開口が同程度の場合）

その他にも下記検討項目があります。
・天井の種類
・各部屋における天井開口率の違い
・フレア継手場所
・部屋の容積 など

●天井内が連通
●天井内開口が各部屋にある
●部屋①が安全装置必要

部屋②の安全対策要否判定が必要。
部屋②が安全対策「要」の場合、
冷媒検知警報器が必要。

⇒

※部屋②の計算時に使用する容積は部屋①＋部屋②の合算。
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